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海洋生物学の冒険

世界最深7703メートルの超深海で、
生きた魚類の撮影とサンプルの取得に
成功した海洋生物学者の著者が、満を
持して贈る。　「海洋生物学の冒険」

◆本書の主な内容◆

気鋭の海洋生態学・深海生物学者が新たな視点で “海 ” を捉え直す！

2014 年 9月 1日刊

松本亜沙子 著

第一章　海洋生物学の冒険
　　　　  海は “ 道 ” か／海のホット・スポット／生きた超深海魚をとらえる／的中した漁師的視点
第二章　〈海の視点〉〈陸の視点〉
　　　　  小説『珊瑚』―新田次郎の視点／海難の原因／異なる〈海〉と〈陸〉の距離感覚／再考すべき〈海の視点〉
第三章　オーストリア＝ハプスブルク帝国と海洋　「うたかたの恋」― 皇太子ルドルフのサンゴ
　　　　  陸の帝国―オーストリアの海への挑戦／ウィーン自然史博物館／発見された日本のサンゴ標本／
　　　　  残された「ルドルフのサンゴ」の来歴
第四章　明治の西洋動物学の黎明　　木下熊雄〈上〉
　　　　  モースが持ち帰った「深海・冷水域サンゴ」／海洋生物学者―木下熊雄の生涯／木下熊雄とその世界
第五章　明治の西洋動物学の黎明　　木下熊雄〈下〉
　　　　  木下家の人びと―新進気鋭の学風／彗星を科学的に観察／氷の結晶のメカニズムを発見／
　　　　  科学者としての “あるべき姿 ”
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